
本
市
出
身
、
う
ま
す
ぎ
る
栗
東
大
使

で
も
あ
る
木
村
敬
一
さ
ん
が
、
東
京

２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
大
会
水

泳
競
技
「
男
子

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
（
視
覚

障
害
Ｓ
11
）」
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ

ま
し
た
。

２
０
０
8
年
の
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

か
ら
４
大
会
連
続
出
場
の
木
村
選
手
は
、

こ
れ
ま
で
銀
メ
ダ
ル
、銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

悲
願
の
金
メ
ダ
ル
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で

練
習
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、

100
ｍ
平
泳
ぎ
で
銀
メ
ダ

ル
、

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
で
金
メ
ダ
ル
の
合

計
２
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
特
別
栄
誉
賞
を
授
与

こ
れ
ま
で
の
活
躍
に
加
え
、
今
回
の

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
金
メ
ダ
ル
獲
得

と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
木
村
選
手

に
、
市
民
特
別
栄
誉
賞
を
授
与
し
ま
す
。

ま
た
、
滋
賀
県
か
ら
は
、
県
民
栄
誉
賞

が
授
与
さ
れ
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課　
広
報
広
聴
係

☎
５
５
１・０
6
４
1

ＦＡＸ
５
５
３・１
２
８
０

木村選手からのコメント
パラリンピックではたくさんの

応援ありがとうございました。
長年目標としてきた金メダルを

獲得することができ、これ以上な
いほど幸せに感じています。

次の目標をみつけて、引き続き
頑張ります。

木
村 

敬
一
選
手
（
31
歳
・
東
京
ガ
ス
）

悲
願
の
金
メ
ダ
ル
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！写真：京都新聞社提供

写真：京都新聞社提供
▲２位の富田宇宙選手と抱き合って喜ぶ木村選手

写真：京都新聞社提供
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問財政課 財政係 ☎551-0100 ＦＡＸ554-1123

区分 栗東市 経営健全
化基準

財政再生
基準

農業集落排水
事業特別会計 不足なし 20.0 制度なし

水道事業会計 不足なし 20.0 制度なし

公共下水道事業
会計 不足なし 20.0 制度なし

●令和２年度決算における資金不足比率

区分 栗東市 早期健全
化基準

財政再生
基準

実質赤字比率 赤字なし 12.77 20.0

連結実質
赤字比率 赤字なし 17.77 30.0

実質公債費比率 13.3 25.0 35.0

将来負担比率 110.3 350.0 制度なし

（単位：％）

（単位：％）

◆公営企業の経営健全性を判断する指標
◦ 資金不足比率…資金不足額が公営企業会計 

注3 の事業規模に占める割合

注１【一般会計など】…市では、「一般会計」「土
地取得特別会計」「墓地公園特別会計」「大津湖南
都市計画事業栗東新都心土地区画整理事業特別会
計」があります。

注2【標準財政規模】…地方公共団体の一般財源
（使途が特定されていない財源）の標準規模を示
すもので、税収入・各種譲与税・県税交付金など
で構成されます。

注3【公営企業会計】…市では、「農業集落排水事
業特別会計」「水道事業会計」「公共下水道事業会
計」があります。

◆市財政の健全性を判断する指標
① 実質赤字比率…一般会計など 注１の実質赤字

が標準財政規模 注2 に占める割合

② 連結実質赤字比率…市の全会計の実質赤字（ま
たは資金不足額）が標準財政規模に占める割合

③ 実質公債費比率…一般会計などが負担する
公債費が標準財政規模に占める割合

④ 将来負担比率…一般会計などが将来負担す
べき債務が標準財政規模に占める割合

令
和
２
年
度
決
算
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を
公
表

●令和２年度決算における健全化判断比率

市
で
は
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
毎

年
、
特
別
会
計
や
公
営
企
業
会
計
も
合
わ

せ
た
連
結
決
算
に
よ
り
、
財
政
の
健
全
性

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
が

一
定
の
基
準
を
超
え
る
団
体
は
、「
早
期

健
全
化
計
画
」
ま
た
は
「
財
政
再
生
計
画
」

を
策
定
し
、
早
急
に
財
政
事
情
の
改
善
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
算
定
し
た
本
市
の
令
和
２
年
度
決

算
に
お
け
る
健
全
化
判
断
比
率
は
、
下
表

の
と
お
り
、
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、
税
収
入
の
増
な

ど
に
よ
り
標
準
財
政
規
模
が
増
加
し
た
こ

と
で
、
昨
年
度
の
15
・
０
％
と
比
較
し
1.7

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
負
担
比
率
は
、
市
の
負
担

す
る
債
務
残
高
を
低
減
さ
せ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
昨
年
度
の

131
・
４
％
か
ら
21
・

１
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
両
比
率
と
も
他
市
と
の
比
較

に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
非
常
に
高
い
比

率
で
す
。
今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
注
視
し
つ
つ
、

中
長
期
的
な
財
政
見
通
し
を
も
っ
て
早
期

の
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組
み
を
進

め
、引
き
続
き
比
率
の
低
減
に
努
め
ま
す
。
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■
国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
義
務
者
は
世
帯
主

世
帯
主
が
国
保
加
入
者
で
な
い
場
合
で
も

納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
（
擬
制
世
帯
主
）。

■
前
年
中
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

世
帯
は
均
等
割
、
平
等
割
が
軽
減

◦
７
割
軽
減
…
世
帯
の
所
得
合
計
額
が

43
万
円
＋
10
万
円
×
（
給
与
所
得
者
等

の
数
ー
１
）
以
下

◦
５
割
軽
減
…
世
帯
の
所
得
合
計
額
が

43
万
円
＋
（
28
万
５
千
円
×
被
保
険
者

数
）
＋
10
万
円
×
（
給
与
所
得
者
等
の

数
ー
１
）
以
下

◦
２
割
軽
減
…
世
帯
の
所
得
合
計
額
が

43
万
円
＋
（
52
万
円
×
被
保
険
者
数
）

＋
10
万
円
×
（
給
与
所
得
者
等
の
数
ー

１
）
以
下

■
非
自
発
的
失
業
者
へ
の
軽
減

◦
対
象
者
…
離
職
時
点
で
65
歳
未
満
で
あ

る
こ
と
。
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を

お
持
ち
で
、
離
職
理
由
コ
ー
ド
が
規
定

の
も
の
に
該
当
す
る
こ
と

◦
軽
減
内
容
…
前
年
の
給
与
所
得
を

100
分

の
30
と
し
て
所
得
割
の
算
定
や
均
等

割
、
平
等
割
の
軽
減
判
定
を
し
ま
す

◦
軽
減
期
間
…
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る

月
か
ら
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年

度
末
ま
で

※
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
減
免
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま

た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯
や
、
主

た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
減
少
が
見
込
ま

れ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
が
減
免

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
相
談
・
申
請

は
税
務
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
保
険
税
が
減
額
さ
れ
る
具
体
的
な
要
件

①
事
業
収
入
や
給
与
収
入
な
ど
、
収
入
の

種
類
ご
と
に
見
た
い
ず
れ
か
が
、
前
年

に
比
べ
て
10
分
の
３
以
上
減
少
す
る
見

込
み
で
あ
る
こ
と

②
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
１
千
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と

③
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
種
類
の
所
得

以
外
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が

400
万

円
以
下
で
あ
る
こ
と

■
社
会
保
険
料
の
お
知
ら
せ
の
送
付
時
期

１
年
間
に
納
付
さ
れ
た
社
会
保
険
料

（
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）
の
お
知
ら
せ
は

１
月
下
旬
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
。
年
末
調

整
な
ど
で
事
前
に
必
要
な
人
は
左
記
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

問
税
務
課 

市
民
税
係

☎
５
５
１・０
１
0
６

ＦＡＸ
５
５
１・２
０
１
０

集団接種予約キャンセル手続き集団接種における災害時等の対応
アル・プラザ栗東で行っている集団接種について、

ご都合により来られない場合などは、予約専用サイ
トまたは市コールセンターで必ず早めにキャンセル
の手続きをお願いします。接種を希望する人が少し
でも早く接種できるよう、ご協力ください。

予約日（接種日）当日に急遽キャンセルする場合は、
市役所代表 ☎ 077-553-1234 にご連絡ください。
また、接種の予約はお一人ずつの番号で管理してい
ますので、他の人に譲ることはできません。

ワクチン接種は、新型コロナウイルス感染症の発症および重症化予防に効果が期待されています。
接種を希望される人は、ご予約の上ワクチン接種を受けてください。現在、満 12 歳以上の全ての人の予約を受け付

けています。国からのワクチン供給量により予約が取りにくい状況にありますが、予約枠は、順次追加しています。

新型コロナワクチンの接種はお済みですか？

■予約や接種に関する一般的な相談の問合せ
【栗東市新型コロナワクチン接種コールセンター】

☎ 554-6159 受付時間 9:00 ～ 17:00（平日のみ）
☎ 0570-059-550 （ナビダイヤル）
受付時間 9:00 ～ 17:00（土・日・祝も対応）

　

■副反応などの専門的な相談
【滋賀県新型コロナワクチン専門相談窓口】

毎日 24 時間（土・日・祝も対応）
☎ 077-528-3588　受付時間９:00 ～ 18:00
☎ 077-528-3621（上記以外の時間）

問ワクチン接種推進室  　☎ 554-6155 ＦＡＸ 554-6156　受付時間 ８:30 ～ 17:15（平日）

接種後も引き続き、３密の回避や石けんによる手洗い、
マスクの着用などの感染予防対策をお願いします。

市民の皆さんや従事者の生命と身体の安全を確保
するため、以下のとおり中止の基準を定めています。
予約日の振替方法など、詳細は市ホームページをご
覧ください。ご理解・ご協力をお願いします。

１．暴風警報、暴風雪警報および特別警報が発表されたとき
２．台風や局地的な大雨等、また避難情報の発令によ　
　　り、集団接種の実施が困難であるとき
３．震度５弱以上の地震が発生したとき

【栗東市新型コロナ
ワクチン予約専用サイト】
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令
和
２
年
度
介
護
保
険
の
運
営
状
況

金　額 構成比
第１号被保険者介護保険料 ８億7,675万5千円 26.0%
介 護 給 付 費 支 払 基 金 交
付 金（ 第 ２ 号 被 保 険 者 ）

９億 196万7千円 26.8%

国 庫 支 出 金 ６億4,767万0千円 19.3%
介護給付費財政調整交付金 2,720万1千円 0.8%
県 支 出 金 ４億9,220万2千円 14.6%
繰 入 金（ 栗 東 市 負 担 分 ） ４億2,066万2千円 12.5%
合　　　　　　　　　　　計 33億6,645万7千円 100.0%

金　額 構成比
居 宅 介 護 サ ー ビ ス 費 16億4,038万7千円 48.7%
施 設 介 護 サ ー ビ ス 費 ９億2,001万3千円 27.3%
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 費 ５億2,518万0千円 15.6%
介 護 予 防 サ ー ビ ス 費 8,283万6千円 2.5%
特定入所者介護サービス費 8,949万5千円 2.7%
高 額 介 護 サ ー ビ ス 費 7,955万5千円 2.4%
高額医療合算介護サービス費 1,056万7千円 0.3%
住 宅 改 修 費 1065万1千円 0.3%
審 査 支 払 手 数 料 390万７千円 0.1%
福 祉 用 具 購 入 費 386万6千円 0.1%
合 計 33億6,645万7千円 100.0%

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
の
介
護
を

社
会
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
で
す
。

令
和
２
年
度
の
事
業
運
営
収
支
は
歳
入

総
額
で
38
億
３
9
３
５
万
７
千
円
で
す
。

表
１
の
介
護
給
付
費
の
ほ
か
地
域
支
援
事

業
分
に
か
か
る
介
護
保
険
料
や
国
、
県
お

よ
び
市
な
ど
が
拠
出
す
る
交
付
金
や
繰
入

金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

歳
出
総
額
は
、
37
億
３
7
２
１
万
１
千

円
で
、
表
２
の
介
護
給
付
費
の
ほ
か
、
要

介
護
認
定
審
査
な
ど
の
運
営
上
の
事
務
経

費
や
地
域
支
援
事
業
に
か
か
る
必
要
経
費

な
ど
に
支
出
し
ま
し
た
。

な
お
、
高
齢
化
率
の
上
昇
な
ど
に
伴
う

要
介
護
認
定
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
介

護
給
付
費
は
前
年
度
と
比
較
す
る
と
３
・

４
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
給
付
費
は
、
今
後
も
増
加
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
が
介

護
予
防
に
努
め
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
に
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
よ
う
、
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

介
護
給
付
費
は
、
介
護
認
定
を
受
け
た

人
が
利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
９

割
、
８
割
ま
た
は
７
割
を
保
険
か
ら
給
付

し
て
い
ま
す
。
残
り
の
１
割
、
２
割
ま
た

は
３
割
を
利
用
者
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

■
歳
入
総
額
の
う
ち
介
護
給
付
費
の
財
源

内
訳
（
表
１
）

■
歳
出
総
額
の
う
ち
介
護
給
付
費
の
支
給

内
訳
（
表
２
）

問
長
寿
福
祉
課 
介
護
保
険
係

☎
５
５
１・０
２
８
１

ＦＡＸ
５
５
１・０
５
４
８

10
月
1
日
は
浄
化
槽
の
日

浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し
な
い
と
、
川

の
汚
染
や
悪
臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
良

好
な
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
浄
化
槽
を

使
用
し
て
い
る
人
は
、
次
の
3
つ
の
義
務

を
守
り
、
適
正
な
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
法
定
検
査

年
1
回
の
保
守
点
検
と
は
別
の
浄
化
槽

の
外
観
、
水
質
な
ど
に
関
す
る
検
査

■
保
守
点
検

浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
た

め
に
、
定
期
的
な
点
検
や
調
整
お
よ
び
必

要
な
修
理

■
清
掃

年
１
回
以
上
の
浄
化
槽
内
に
生
じ
た

汚
泥
の
引
き
抜
き
、
洗
浄
、
清
掃

◆
法
定
検
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

◦
11
人
槽
以
上
の
浄
化
槽
の
場
合

（
公
社
）
滋
賀
県
生
活
環
境
事
業
協
会
☎

５
５
４・９
２
７
１

◦
10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
の
場
合

●
治
田
・
治
田
西
・
治
田
東
・
大
宝
・
大

宝
西
・
大
宝
東
・
金
勝
学
区
、
日
吉
が

丘
自
治
会
（
葉
山
東
学
区
）
…

　
栗
東
総
合
産
業
㈱
☎
５
５
２・１
７
１
１

●
葉
山
・
葉
山
東
学
区
（
日
吉
が
丘
自
治

会
除
く
）
…

日
映
興
業
㈱
☎
５
５
２・８
３
１
１

問
環
境
政
策
課 

環
境
政
策
係

☎
５
５
１・０
３
３
6

ＦＡＸ
５
５
４・１
１
２
３
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食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食

品
の
こ
と
を
「
食
品
ロ
ス
」
と
い
い
ま
す
。

令
和
元
年
10
月
1
日
に
「
食
品
ロ
ス
の
削

減
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

消
費
者
も
買
い
物
の
仕
方
や
調
理
法
の
工
夫

な
ど
で
自
主
的
に
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
取
り

組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

■
食
品
ロ
ス
の
現
状

日
本
全
体
で
は
、
年
間

600
万
ト
ン
の
食

品
ロ
ス
が
発
生
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
食
品
ロ
ス
の
量
を
国
民
1
人
当
た

り
で
計
算
す
る
と
、
年
間
約
47
キ
ロ
グ
ラ
ム

に
も
な
り
ま
す
。
注
１

ま
た
、
世
界
で
は
、
人
の
消
費
の
た
め

に
生
産
さ
れ
た
食
料
の
お
お
よ
そ
3
分
の
1

に
あ
た
る
、
年
間
13
億
ト
ン
を
廃
棄
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
注
２

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
食
べ
物
を
も
っ

と
無
駄
な
く
、
大
切
に
消
費
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
食
品
ロ
ス
は
ど
こ
か
ら
発
生
し
て
い
る
の
？

日
本
の
食
品
ロ
ス
量
年
間

600
万
ト
ン
の

う
ち
、
約
半
分
に
あ
た
る

276
万
ト
ン
が
一
般

家
庭
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
注
１

注
１
：
平
成
30
年
度
統
計
（
農
林
水
産
省
・
環
境
省
）

注
２
：
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

　
　
　
「
世
界
の
食
品
ロ
ス
と
食
料
廃
棄
（
２
０
１
１
年
）」

■
消
費
期
限
と
賞
味
期
限
の
違
い

・
消
費
期
限

　
記
載
さ
れ
て
い
る
「
年
月
日
」
ま
で
、「
安

全
に
食
べ
ら
れ
る
期
限
」
の
こ
と
で
す
。
お

弁
当
や
ケ
ー
キ
な
ど
、
い
た
み
や
す
い
食
品

に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
賞
味
期
限

　
記
載
さ
れ
て
い
る
「
年
月
日
」
ま
で
、「
品

質
が
変
わ
ら
ず
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
期

限
」
の
こ
と
で
す
。
主
に
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子

や
カ
ッ
プ
麺
な
ど
、
消
費
期
限
に
比
べ
て
、

い
た
み
に
く
い
食
品
に
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
消
費
期
限
や
賞
味
期
限
に
限
ら

ず
、
一
度
開
封
し
て
し
ま
っ
た
食
品
は
、
な

る
べ
く
早
め
に
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
フ
ー
ド
バ
ン
ク
、

　
　
　
　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
？

・
フ
ー
ド
バ
ン
ク

　
食
品
企
業
や
農
家
で
発
生
し
た
規
格
外
品
な

ど
を
引
き
取
り
、
必
要
と
し
て
い
る
団
体
や
、

生
活
困
窮
世
帯
な
ど
に
無
償
で
提
供
す
る
活
動

の
こ
と
で
す
。

・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　
各
家
庭
で
使
い
き
れ
な
い
、
食
べ
き
れ
な
い

食
品
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
と
さ
れ
る

人
に
届
け
る
取
り
組
み
で
す
。

　
昨
年
度
、
本
市
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
開
催

し
、
２
日
間
で
、

607
点
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
寄
付
い
た
だ
い
た
食
品
は
、
全
て
、
栗

東
市
社
会
福
祉
協

議
会
を
と
お
し
て
、

市
内
で
食
料
支
援

を
必
要
と
さ
れ
る

人
や
子
ど
も
食
堂

な
ど
に
お
渡
し
し

ま
し
た
。

　　

今
年
度
も
、
令
和
3
年
10
月
25
日
㈪
・　

26
日
㈫
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
は
食
品
ロ
ス
削
減
月
間

「
食
品
ロ
ス
」
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
！ 

問
環
境
政
策
課 
生
活
環
境
係

☎
５
５
１・０
３
４
１

ＦＡＸ
５
５
４・１
１
２
３

手つかず食品　 47.0％
 食べ残し　　　 42.7％
 過剰除去　　　 35.7％
 まったく発生しない　17.8％

※出所：「令和 2 年度食品ロスの実態に係る市民アンケート」
 　　　　( 栗東市環境政策課 )

家庭での
食品ロスの発生原因は?

（複数回答可）

市民体育館をユニバーサルデザイン施設へ 
２
０
２
５
年
に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ

る
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
に
向
け
、
市
民
体
育
館
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
た
め
の

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
支
援
を
募

り
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

◦
実
施
期
間
…
11
月
頃
か
ら

（
現
在
、
準
備
中
で
す
。
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◦
目
標
金
額
…

100
万
円

◦
多
目
的
ト
イ
レ
の
整
備
や
、
使
い
や

す
い
広
さ
や
空
間
を
確
保
す
る
た
め

の
玄
関
フ
ロ
ア
の
改
修
な
ど

◦
工
事
期
間
…
10
月
１
日
～
令
和
４
年

４
月
末
（
予
定
）

工
事
期
間
中
は
施
設
（
市
民
体
育
館

全
館
）
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
に
は

大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課　
国
ス
ポ

準
備
室　

☎
５
５
１・０
3
１
８

ＦＡＸ
５
５
２・５
５
４
４
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栗
東
市
立
ひ
だ
ま
り
の
家
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
権
利
や
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま

れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
基
本
的
な
権
利
が
保
障
さ
れ
、
す
べ
て
の
市
民
が
人
権
文
化
を
構
築
す
る
た
め
の
「
福
祉
と
人
権
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
発
信
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の
施
設
で
す
。

■
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

ひ
だ
ま
り
の
家
は
、
子
ど
も
た
ち
が

学
ん
だ
り
遊
ん
だ
り
す
る
「
場
」、
子
育

て
世
代
や
若
者
が
交
流
す
る
「
場
」、
高

齢
者
が
共
通
し
た
趣
味
を
楽
し
む
「
場
」

な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
気
楽
に
集
え
る
「
居
場

所
」
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
各
種
事
業
の
実
施

に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
施
設

の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

や
手
指
の
消
毒
、
検
温
、
入
館
者
登
録
を

は
じ
め
、
利
用
時
間
や
人
数
の
制
限
な
ど

利
用
の
制
限
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
一
人
ひ
と
り
が

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
差
別
や
偏

見
の
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け

て
、
生
活
上
の
課
題

解
決
に
向
け
た
地
域

福
祉
の
推
進
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
課
題
を
解
決
す
る

取
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

問
ひ
だ
ま
り
の
家

☎
５
５
２・１
０
０
０

ＦＡＸ
５
５
２・１
1
５
４

～
ひ
だ
ま
り
の
家
の
取
組
み
～

福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
の
発
信
拠
点 

「一人ひとりが
まず一歩！」
人権啓発

シリーズ②

■
人
権
を
考
え
る
き
っ
か
け
の
場

玄
関
を
入
る
と
す
ぐ
に
図
書
コ
ー
ナ
ー

（
ゆ
め
の
く
に
）
が
あ
り
、
児
童
書
や
人

権
図
書
を
中
心
に
約
１
万
５
千
冊
以
上
の

本
が
並
ん
で
い
ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
本

に
親
し
む
習
慣
を
つ
け
、
本
を
と
お
し
て

親
子
、
子
ど
も
同
士
、
親
同
士
な
ど
広
く

交
流
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
お
は

な
し
会
や
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
館
内
に
は
、
長
さ
10
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
十
里
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
年

表
が
あ
り
ま
す
。
事
業
内
容
の
列
挙
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
そ
の
当
時
の

思
い
を
聞
き
、
写
真
や
吹
き
出
し
、
十
里

ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
記
事
を
引

用
し
、
事
業
の
概
要
、
地
域
の
思
い
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
す
。

■
教
育
・
啓
発
・
交
流
活
動

子
ど
も
た
ち
が
解
放
の
力
を
つ
け
、
自

己
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、就
学
前
、小・

中
学
生
の
自
主
活
動
学
級
を
行
っ
て
い
ま

す
。
自
尊
感
情
を
高
め
る
こ
と
や
解
放
の

た
め
の
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

な
ど
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

大
宝
西
学
区
の
未
就
園
児
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
し
た
子
育
て
支
援
事
業

「
ぽ
か
ぽ
か
ひ
ろ
ば
」
や
、
大
宝
西
学
区

の
小
学
生
を
対
象
に
し
た
「
こ
こ
ろ
の
た

い
け
ん
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
、
体
験
活
動

や
人
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
、
仲
間
を
大

切
に
し
、
と
も
に
人
権
尊
重
の
豊
か
な
生

き
方
を
目
指
す
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
一
方
で
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的

に
ふ
れ
あ
い
・
交
流
の
場
を
提
供
し
、
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
と
お
し
た
交
流

活
動
も
展
開
し
て
い
ま
す
。
本
市
在
住
で

概
ね
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
認
定
を
受

け
て
い
な
い
人
を
対
象
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
「
ひ
だ
ま
り
ひ
ろ
ば
」
を
実
施
し
、

介
護
予
防
と
健
康
維
持
の
た
め
健
康
チ
ェ

ッ
ク
や
軽
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
大
宝
西
ふ
れ
あ
い
解
放
文
化
祭

　
例
年
10
月
の
第
３
土･

日
曜
日
に
行
わ
れ

る
文
化
祭
は
、
差
別
を
な
く
し
た
い
願
い
・

思
い
を
伝
え
、
み
ん
な
で
共
有
す
る
機
会
で

す
。
約
50
人
の
メ
ン
バ
ー
で
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
人
権
啓
発
劇
の
上
演
や
部
落
差
別

問
題
学
習
、
各
種
展
示
発
表
、
人
権
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
制
作
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
模
擬
店
な

ど
多
様
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ
り
、

例
年
ど
お
り
の
文
化
祭
は
開
催
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
人
と
人
と
の
繋

が
り
の
大
切
さ
を
伝
え
よ
う
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
付
け
た
エ
コ
風
船
を
飛
ば
し
、
た
く
さ
ん

の
人
か
ら
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
も
、
感
染
予
防
を
し
た
上

で
開
催
に
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。
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